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　日本で茶道，武道，芸術などの伝統を受け継ぐ者にとって忘れてはならない教え，それが『守破離』

です。『守』とは，師や先達の教えを忠実に守り，それからはずれることのないように精進して一生懸

命身につけることです。『破』とは，今まで学んだ教えから一歩進めて他流の教え，技を取り入れるこ

とを心がけ，師から教えられたものだけに執着せず，さらに心と技を発展させることです。『離』とは，

『破』からさらに修行して，『守』にとらわれず『破』も意識せず，新しい世界を切り拓き，自分独自の

ものを生みだすことです。そして，この『守破離』はただ単に茶道や武道の世界だけの教えではなく，

学問や経営，技術，ビジネスなどいろいろなことにあてはめることができます。師に教えられた通りの

事をしてそこでそのまま止まっているようではその道においての発展はない。師をしのぎ，伝統を越

え，親をも超越して，より高い次元に発展成長してこそ文明の進歩がある。解りやすく言えば，まずひ

たすら師匠の真似をしてそれを身に付け，次に自分のオリジナルを加えて変化させ，最後に独自の新し

く発展させたものを創造していくということです。『守破離』とはそのために変化する様，人としての

成長を顕した言葉とも言えます。

　現在の歯科界は，一般社会の構造的な不況に加え，歯科医師数の急増などにより，ワーキングプアな

どと呼ばれるようになりました。このような危機的な状況を打破するためには，今までの慣例，習慣を

一度捨て去り，新しい価値観，状況の中で新たな道を模索，創造する必要があるように思います。とは

いえ，全く新しいものを作り出すには，多くのエネルギー，アイデア，時間も必要です。現在の様な足

踏みの状態（後退？）も我々にとっては，次の新しい価値を創り出すための準備期間として，必要な時

間なのかもしれません。

　この２年間学術部では，歯科治療のベーシック（基本）を念頭に，会員益・社会益を考えて企画，運

営，活動をしてまいりました。まだまだ出来なかった事，不十分な事もあるかと存じますが，会員の先

生方のご意見，ご要望をしっかりと聞いてあと2ヶ月間，一生懸命頑張ります。今後ともご理解，ご協

力の程よろしくお願い致しますとともに，ご指導，ご助言頂ければ幸甚に存じます。

　「 守  破  離 」

　　　　　　　　 岡山県歯科医師会

　　　　　　　　 　理　事　毛　利　行　雄 
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平成24年度 社団法人日本学校歯科医会会長表彰

和　気　和　也　先生　（岡山支部）

澤　木　　　惇　先生　（玉島支部）

　平成24年度日本学校歯科医会会長表彰を岡山県から２名の先生が受賞され，その

表彰式が平成25年３月27日に日本歯科医師会館で行われました。表彰を受けられた

お二人は，学校歯科保健の普及向上に特段の功績があったと認められ，且つ，学校

歯科医歴35年以上の先生方です。

　お祝いとお喜びを申し上げます。

＜受賞者名簿順＞

平成24年度 岡山県学校保健会表彰

和　気　和　也　先生　（岡山支部）

暈　　　義　武　先生　（岡山支部）

岩　崎　二三男　先生　（倉敷支部）

林　　　和　男　先生　（都窪支部）

　１月24日㈭ 岡山衛生会館三木記念ホールで開催された，平成24年度岡山県学校保

健研修会において，上記４名の先生が長年に亘る学校歯科保健のご功績に対し栄誉

を受けられました。

　この度のご受賞を衷心よりお慶び申し上げます。

＜受賞者名簿順＞
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東日本大震災 復興義援金 御礼

　岡山県歯科医師会 約1,000歯科医院に設置しております 義援金箱「東日本大震災 復興義援金」

にご協力頂き，心より御礼申し上げます。

皆様からお預かり致しました貴重な義援金

　　【平成23年】
　　　　　第１回　　４,２５１,７４７円　　　５月31日  山陽新聞社へ寄託

　　　　　第２回　　２,７０８,９３８円　　　11月24日  ＮＨＫ岡山へ寄託

　　【平成24年】
　　　　　第３回　　１,２０１,７９７円　　　７月12日  山陽新聞社へ寄託

　　【平成25年】
　　　　　第４回　　１,９４７,５０９円　　　４月11日  山陽新聞社へ寄託

合計　１０,１０９,９９１ 円

　尚，今後も長い支援を続けてまいりますので，引き続き御理解，御協力を
　宜しくお願い致します。　

　　山陽新聞社会事業団　越宗理事長（右）に目録を贈呈　　　　　　　　４月11日山陽新聞社
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日本歯科医師会代議員等選挙公示
（公示日：平成25年６月10日）

　日歯代議員，及び予備代議員の任期が満了するので，その改選を定款第22条及び日本

歯科医師会選挙規則第５条の規定により下記のとおり行うことを公示する。

記

１．選 挙 の 期 日  平成25年６月30日㈰

 第１回定時代議員会に於いて出席代議員により選挙する。

２．選 挙 の 場 所 岡山県歯科医師会館

３．届出用紙お渡し ６月３日㈪～７日㈮　各日共 午前10時より午後５時まで。

４．届　出　期　日 届出受理期間（役員選挙規則第６条第２項）

 ６月12日㈬ 午後５時までに届出のこと。

５．選 挙 の 定 数 ⑴日本歯科医師会代議員　　　２名（内１名は会長予備選挙当選者）

 ⑵日本歯科医師会予備代議員　２名

６．任　　　　　期 平成25年７月１日より２年間

一般社団法人岡山県歯科医師会役員選挙公示
（公示日：平成25年６月10日）

　役員の任期が満了するので，その改選を定款第31条及び役員選挙規則により下記のと

おり行います。

記

１．選挙する役員 理事　17名以内，監事　３名以内

２．選　挙　期　日 平成25年６月30日㈰

 第１回定時代議員会に於いて出席代議員により選挙する。

３．届出用紙お渡し ６月３日㈪～７日㈮　各日共 午前10時より午後５時まで。

４．届　出　期　日 届出受理期間（役員選挙規則第６条第２項）

 ６月12日㈬ 午後５時までに届出のこと。

５．任　　　　　期 選挙を行う定時代議員会終結後から平成27年６月開催の定時代

　　　　　　 議員会終結時まで。
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平成24年度 第39回
平成25年３月７日㈭
18：30～19：58

１．会長挨拶

　2007年，下顎第二大臼歯部へのインプラント手

術が原因で死亡された70歳の方の医療訴訟の判決

が出ました。6000万円の和解金を支払っているに

も拘らず，求刑２年に対し，懲役１年６ヶ月，執

行猶予３年という判決でした。当該歯科医は，症

例数も多くインプラントに慣れた先生だそうで

す。県下でも多くの先生が実施しておられるよう

ですが，謙虚に受け止めていただきたいと思いま

す。

２．報　　告
〔各部委員会〕

　⑴　広報部編集委員会　３月１日㈮

　⑵　学術部小委員会　３月１日㈮

　⑶　社保 審査・検討小委員会　３月２日㈯

　⑷　社保 検討委員会　３月２日㈯

　⑸　審査委員・検討委員連絡協議会　３月２日㈯

　⑹　広報部新年会　３月２日㈯

　⑺　岡山女性歯科医の会「ひな祭りの会」　

 ３月３日㈰

　⑻　公衆衛生部小委員会　３月４日㈪

　⑼　学術部部会　３月５日㈫

　⑽　医事処理小委員会　３月５日㈫

　⑾　広報・会館運営合同小委員会　３月６日㈬

　⑿　総務部調査事業部会小委員会　３月７日㈭　
〔本会関連の研修会・会議等〕

　⑴　社保支部訪問【和気】　３月３日㈰

　⑵　和気支部懇談会　３月３日㈰

　⑶　平成24年度第２回訪問看護推進協議会

 ３月５日㈫

　⑷　日学歯 ライオン児童歯磨き大会打合せ

 ３月５日㈫

　⑸　個別指導　３月７日㈭

　⑹　福原公認会計士と面会　３月７日㈭

　７月の参議院選に立候補される石井みどり氏の支

援者名簿の回収が終わりました。65%の先生方に

は，ご提出いただけましたが，残念ながら35％の先

生方からのご提出はいただけないという結果でし

た。また，４月13日㈯に開催された「中国・四国地

区歯科医師会会長・日歯代議員合同会議」で他県の

状況をお聞きしましたが，各県とも岡山県と同様に

6年前の選挙に比べて今ひとつ盛り上がっていない

ようです。残り３ヶ月弱となりましたが，石井みど

り氏を何とか国会に送り届ける事が，歯科界の明日

を切り開く事に繋がって行くと思っています。３ヶ

月，会員の先生方には，支援の輪を広げて頂く事を

お願い致します。

会　長　酒井　昭則
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　⑺　岡大歯学部 山城教授と面会　３月７日㈭
〔連盟報告〕

　⑴　連盟三役会　２月28日㈭

　⑵　和気支部懇談会　３月３日㈰

　⑶　連盟理事会　３月４日㈪

　⑷　日歯連盟常任理事会　３月７日㈭

　〔学院報告〕

　⑴　一般入試Ｂ日程 願書受付期間

 ２月12日㈫～３月１日㈮　３名

　⑵　第22回歯科衛生士国家試験　３月３日㈰

　⑶　一般入試Ｂ日程　３月６日㈬

　〔国保報告〕

　⑴　平成24年度第３回理事会　３月１日㈮

　〔事務局報告〕

　⑴　代議員会資料の最終校正

３．行事予定

　　　本会行事　　　　49件

　　　連盟行事　　県歯10件，日歯２件

　　　学院行事　　　　８件

　　　国保組合行事　　１件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　倉敷歯科医師会より平成24年度定時総会の開

催と臨席依頼について

 西田常務（連盟会長）出席

 日　時　３月25日㈪　20：00

 場　所　倉敷歯科医師会館

　⑵　平成25年度第１回中国・四国地区歯科医師会

会長・日歯代議員合同会議の開催と出席依頼

について

 三役出席

 日　時　４月13日㈯　15：00

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　⑶　岡山県保健福祉部長寿社会課より岡山県国民

健康保険診療報酬審査委員会委員の推薦依頼

について

 会長，社保で対応

 区　分　保険医代表委員

 人　員　歯科医師　３名

 任　期　平成25年６月１日

～平成27年５月31日

 期　限　４月17日㈬

　⑷　柚木みちよし後援会より「ゆずれないチャレ

ンジ2013　こどもの未来はみんなの未来」の

開催と臨席依頼について

 欠席（連盟対応）

 日　時　５月12日㈰

 　　　　10：00 　（懇親会　11：30）

 場　所　倉敷市民会館

 　　　　倉敷アイビースクエア（懇親会）
〔検討事項〕

　⑴　岡山労災病院竣工記念祝賀会臨席並びに新棟

内覧会のご案内について

 祝　電

 日　時　４月20日㈯　17：00 （祝賀会）

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　　【新棟内覧会】

 日　時　４月20日㈯・21日㈰　

 　　　　９：00～ 12：00

 場　所　岡山労災病院

　⑵　全国健康保険協会岡山支部より平成25年度レ

セプト点検審査医師の契約継続について

 会長，社保で対応

 現任者　佐藤　公平 先生

　⑶　本会会館使用申込について

 一応承認　本会行事によっては変更をお願い

する場合あり

 ①日　時　４月13日，７月13日，９月14日　

 　　　　　いずれも㈯

 　　　　　19：00 ～ 22：00

 　主　催　東京歯科大学同窓会

 ②日　時　６月29日㈯　19：00

 　主　催　御津支部

 ③日　時　７月６日㈯　13：30 ～ 19：00

 　主　催　大阪歯科大学同窓会

５．閉　会（横見理事）

理事会
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今日の視点（伊丹義明）
　昨年11月中旬より始めさせて頂きました担当理

事による「支部訪問」も，本年３月末日をもって

20支部，無事に終了の運びとなりました。

　今回は初めて「岡山県における各種指導の現況

報告」ということで，これまでの厚生局との折衝

の経緯，そして各種指導の現況等の情報について

膝を突き合わせて，ざっくばらんにお話しさせて

頂きました。この支部訪問が少しでも先生方の不

安・わだかまりの解消となり，更には萎縮診療の

抑制になれば幸いです。支部の先生方には，色々

とご配慮頂きまして有難うございました。

平成24年度  第40回
平成25年３月21日㈭
18：30～19：57

１．会長挨拶

　２～３日は暖かかったが，今日は寒い。寒暖の

差が激しいので，ご自愛下さい。

２．報　　告
〔各部委員会〕

　⑴　広報部編集委員会　３月７日㈭，14日㈭

　⑵　学術・会館運営合同会議　３月８日㈮

　⑶　厚生部共済事業部会監査委員会　３月12日㈫

　⑷　厚生部共済事業部会委員会　３月12日㈫

　⑸　社保研修会　３月19日㈫

　⑹　警察歯科医会小委員会　３月19日㈫　
〔本会関連の研修会・会議等〕

　⑴　岡山県歯科医師福祉共済会総会　３月７日㈭

　⑵　歯科技工士国家試験実地試験　３月８日㈮

　⑶　日学歯 選挙管理委員会開票　３月８日㈮

　⑷　笠岡歯科技工専門学校卒業証書授与式

 ３月９日㈯（祝電）

　⑸　岡山県歯科衛生士会理事会　３月９日㈯

　⑹　スタッフレベルアップ研修会　３月10日㈰

　⑺　広島大学歯学部同窓会岡山県支部「救急蘇生

講習会」　３月10日㈰

　⑻　支払基金幹事会　３月11日㈪

　⑼　社保支部訪問【児島】　３月11日㈪

　⑽　歯科医療安全管理体制推進特別事業評価会議

 ３月11日㈪

　⑾　岡山済生会総合病院への往診歯科医師登録説

明会　３月11日㈪

　⑿　都窪支部 福田道男先生寄贈図書受取

 ３月13日㈬

　⒀　日本歯科医師会代議員会

 ３月14日㈭～ 15日㈮

　⒁　岡山市保健福祉局と面会　３月14日㈭

　⒂　岡山産業保健推進センター運営協議会

 ３月14日㈭

　⒃　平成24年度第２回岡山県食の安全・食育推進

協議会　３月15日㈮

　⒄　タバコフリー岡山　３月15日㈮

　⒅　朝日高等歯科衛生専門学校卒業証書授与式　

 ３月16日㈯（祝電）

　⒆　岡山市歯科医師会定時代議員会　３月16日㈯

　⒇　日学歯 徳島県歯科医師会合同表彰祝賀会　

 ３月17日㈰

　（21） 歯科技工士国家試験委員会　３月18日㈪

　（22） 日学歯 8020推進財団評議員会　３月19日㈫

　（23） 岡山歯科技工専門学校卒業式　３月20日㈬

　（24） 個別指導　３月21日㈭

　（25） 平成24年度岡山県介護予防市町村支援委員会

 ３月21日㈭
〔連盟報告〕

　⑴　都道府県連盟会長会議　３月８日㈮

　⑵　倉敷市 市内歯科医師会協議会　３月８日㈮

　⑶　児島支部 支部訪問　３月11日㈪

　⑷　四師連盟の会議　３月15日㈮

　⑸　岡山市歯科医師会定時代議員会　３月16日㈯

　⑹　日歯連盟理事会　３月21日㈭　

　〔学院報告〕

　⑴　第53回卒業式　３月９日㈯

　⑵　謝恩会　３月９日㈯

理事会
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　⑶　教務会議　３月11日㈪

　⑷　一般入試Ｂ日程合否判定委員会　３月11日㈪

　⑸　春季休業日　３月15日㈮～ 31日㈰

　⑹　職員会議　３月18日㈪

３．行事予定

　　　本会行事　　　24年度 20件，25年度 18件

　　　連盟行事　　　県歯24年度 ７件，25年度 １件

　　　　　　　　　　日歯24・25年度 各１件

　　　学院行事　　　24年度 ３件，25年度 ７件

　　　国保組合行事　24年度 １件，25年度 ３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　日本学校歯科医会より第82回総会の開催と出

席依頼について

 酒井会長　藤井副会長　出席

 日　時　３月27日㈬　13：30 ～ 16：30

 場　所　歯科医師会館

 案　内　酒井会長，藤井副会長

　⑵　岡山県医師会より四師会における南海トラフ

地震対策協議会の開催と出席依頼について

 横見理事　出席

 日　時　４月18日㈭　14：00 ～ 15：30

 場　所　岡山衛生会館

　⑶　岡山県医師会公益社団法人移行記念式典の開

催と臨席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　４月29日（月・祝）

 　　　　式　典　11：00 ～ 12：00

 　　　　祝賀会　12：15 ～ 14：15

 場　所　岡山プラザホテル

　⑷　心臓病センター榊原病院より市民公開心臓病

教室の開催と後援(名義)依頼について

 名義後援　承認

 日　時　５月11日㈯　14：00 ～ 15：30

 場　所　岡山市民会館

 内　容　第三回心臓病センター榊原病院市民

 　　　　公開心臓病教室

　⑸　大阪歯科大学岡山県同窓会より夏季研修会・

懇親会の開催と出席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　７月６日㈯　16：30（研修会）

 　　　　　　　　　　19：00（懇親会）

 場　所　（研修会）岡山県歯科医師会館

 　　　　（懇親会）アカバナ

５．閉　会（毛利理事）
今日の視点（鈴木聖次）
　時節柄，卒業式や入学式への臨席依頼が多く寄

せられてきます。岡大歯学部卒業謝恩会を始めと

して，３つの衛生士学校と２つの技工士学校の

卒・入学式です。出席可能な限り，会長もしくは

副会長が臨席されますが，どうしても都合のつか

ない場合には祝電で対応させていただいておりま

す。卒・入学生にとって人生の大切な節目となる

式典ですが，我々ができる最大の祝意は，歯科界

を活性化して彼ら，彼女らが大きな希望を持って

羽ばたける環境を整えることだと思います。

平成24年度 第41回
平成25年３月28日㈭
18：30～19：23

１．会長挨拶

　昨日，東京へ出張がありました。肌寒かったの

ですが，桜は満開でした。

　先週の土曜日には，文化事業部会の慰労会があ

り，10名程度の会でしたが全体を見渡せ，話をす

るのには丁度良い人数でした。こういった会での

無駄話に意義があり，得るものも多いように感じ

ています。「face to face」が大切であり，２,３

のアイデアも浮かんだので，私にとっては貴重な

場となりました。

２．報　　告
〔各部委員会〕

　⑴　広報部編集委員会　３月21日㈭

　⑵　学術部正・副委員長会　３月22日㈮

理事会
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　⑶　厚生部文化事業部会慰労会　３月23日㈯

　⑷　医療管理部正・副委員長会　３月27日㈬　
〔本会関連の研修会・会議等〕

　⑴　日学歯 理事会　３月23日㈯

　⑵　倉敷歯科医師会定時総会　３月25日㈪

　⑶　岡山プライマリケア学会　３月24日㈰

　⑷　岡山大学歯学部平成24年度卒業生謝恩会

 ３月25日㈪

　⑸　岡山県介護保険関連団体協議会情報交換会　

３月26日㈫

　⑹　中国地方社会保険医療協議会　３月26日㈫

　⑺　都道府県歯科医師会情報管理担当理事連絡協

議会　３月26日㈫

　⑻　日学歯　三役会　３月26日㈫

　⑼　日本学校歯科医会総会　３月27日㈬

　⑽　社保支部訪問【赤磐】　３月28日㈭

　⑾　中国四国厚生局岡山事務所と面会

 ３月28日㈭　
〔連盟報告〕

　⑴　連盟三役会　３月21日㈭

　⑵　日歯連盟 第117回評議員会　３月22日㈮

　⑶　石井みどり中央後援会顧問会議　３月23日㈯

　⑷　倉敷歯科医師会定時総会　３月25日㈪

　⑸　御津支部総会　３月27日㈬

　〔学院報告〕

　⑴　春季休業日　３月15日㈮～ 31日㈰

　⑵　学院三役会　３月25日㈪

　⑶　国家試験の結果

　〔国保報告〕

　⑴　第72回通常組合会　３月26日㈫

　〔事務局報告〕

　⑴　法人移行の書類　法人設立の14支部並びに本

会の移行登記　司法書士に提出

　⑵　新共済　40歳以下の案内に対する３件の質問

等

３．行事予定

　　　本会行事　　　24年度 ６件，25年度 25件

　　　連盟行事　　　県歯24年度 ５件　25年度 ６件

　　　　　　　　　　日歯24年度１件

　　　学院行事　　　24年度 ２件，25年度 ７件

　　　国保組合行事　25年度 ３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　倉敷歯科医師会より第37回「歯の健康フェア」

打合せ会議の開催と出席依頼について

 平岩常務　出席

 日　時　４月18日㈭　17：00 ～ 18：00

 場　所　倉敷歯科医師会館

　⑵　第18回岡山県老連健康づくり推進委員会の開

催と出席依頼について

 横見理事　出席

 日　時　４月19日㈮　13：30 ～ 15：00

 場　所　岡山県総合福祉・ボランティア

 　　　　・ＮＰＯ会館

　⑶　岡山県青少年育成県民会議より「青少年育成

運動 団体推進員」への就任依頼について

 酒井会長
〔検討事項〕

　⑴　本会会館使用申込について

 承　認

 日　時　４月13日㈯　19：00 ～ 22：00

 主　催　日本大学歯学部同窓会

５．閉　会（塚本理事）
今日の視点（黒住正三）
　平成22年９月に開設した「歯科往診サポートセ

ンター」も３年目になろうとしている。毎年年度

末に評価会議を開催しておりポータブルユニット

の配備に加えて本年度はポータブルレントゲン機

器の整備が各支部に可能となり，ハードの面では

なお一層の充実を図ることができ，国の整備事業

を活用できたのはありがたいと思っているが，そ

の一方では普及，広報については今一層の努力が

必要であり，次年度の目標はそのあたりに重点を

絞り運営をしていくことが大切であろう。各関連

施設等への積極的なアプローチが必要と感じてい

る。

理事会
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平成25年 
３月 ８日 ㈮ ▶震災後の医療活動　「まだ、戻っていない」17.8％
　　	 	 	 	 福島県沿岸部	日医総研が調査
   

 

       

  11日 ㈪ ▶

  13日 ㈬ ▶社保11月診療分　歯科は件数増も点数減
     前年同月比　1	件当たり点数も1.5％減
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

  14日 ㈭ ▶名大附属病院
　    　口腔がん患者死亡
     事務連絡ミスで3年放置

  15日 ㈭ ▶

  18日 ㈪ ▶TPP参加　「皆保険は断固守る」
     安倍首相が正式表明

  19日 ㈫ ▶歯科国試　合格率は71.2％
     合格者数は2366人  　　　　

〈
略
〉
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  21日 ㈭    ▶

  25日 ㈪ ▶　　　　　　　個人質問

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

第 1 7 2 回
日歯代議員会
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１．報　　告

　⑴　２月新入会員　なし

　⑵　社会保険部小委員会　２月９日㈯　検討委員会終了後　佐藤班

　⑶　支部訪問　２月９日㈯，23日㈯　伊丹 常務理事，西岡 理事，田頭 理事

　⑷　支払基金幹事会　２月12日㈪　14：00　酒井 会長

　　　・平成24年11月診療分

　　　　前年同月対比　　支払額　98.4％　　件数　99.2％

　　　　前 月 対 比　　支払額　92.0％　　件数　94.5％

　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　平成24年10月診療　　岡山県　1,347.7点　　全国平均　1,329.9点

　　　　平成23年10月診療　　岡山県　1,320.0点　　全国平均　1,327.7点

　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　0,102.1％　　全国平均　0,100.2％

　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　平成24年10月診療　　岡山県　1,079.0点　　全国平均　1,111.9点

　　　　平成23年10月診療　　岡山県　1,048.3点　　全国平均　1,090.7点

　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　1,102.9％　　全国平均　1,101.9％

　⑸　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　平成24年10月診療　　国保　1,424.1点　　後期高齢者　1,641.9点

　　　　平成23年10月診療　　国保　1,372.6点　　後期高齢者　1,612.3点

　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　1,103.8％　　後期高齢者　1,101.8％

　⑹　平成24年度第３回岡山県医療費適正化推進協議会　２月20日㈬　16：30　三光荘　田頭 理事

　⑺　中国地方社会保険医療協議会　岡山部会

２月26日㈫　13：45　伊丹 常務理事　新規指定医療機関　３医療機関

　⑻　岡山県後期高齢者医療広域連合懇話会　２月28日㈭　14：00　田頭 理事

　⑼　中国四国厚生局岡山事務所と面会　２月28日㈭　16：00　応接室

伊丹 常務理事，西岡 理事，田頭 理事

　⑽　社保相談窓口報告

　⑾　そ　の　他

　　 第23回　社会保険部検討委員会報告
平成25年３月２日㈯ 　15：00 ～ 16：00
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２．行事予定

　⑴　平成24年度第２回審査委員・検討委員連絡協議会　３月２日㈯　16：00　５Ｆホール

　⑵　支 部 訪 問　３月３日㈰，11日㈪，28日㈭　伊丹 常務理事，西岡 理事，田頭 理事

　⑶　個 別 指 導　８医療機関　３月21日㈭　14：00　薬業会館

　⑷　中国四国厚生局岡山事務所と面会

３月28日㈭　17：30　応接室　 伊丹 常務理事，西岡 理事，田頭 理事

　⑸　審査・検討小委員会　４月６日㈯　15：00　第１会議室

　　　　　　　　　　　　　５月11日㈯　15：00　第１会議室　　

　　　　　　　　　　　　　６月８日㈯　15：00　第１会議室　　

　⑹　第24回　検討委員会　４月６日㈯　16：00　第３会議室

　　　第25回　検討委員会　５月11日㈯　16：00　第３会議室　　

　　　第26回　検討委員会　６月８日㈯　16：00　第３会議室

３．協     議

　⑴　請求上留意すべき事項について

　⑵　平成24年度 第２回 審査委員・検討委員連絡協議会について

　⑶　そ　の　他

社会保険部

平成24年度 第２回 審査委員・検討委員連絡協議会

　平成25年３月２日㈯ 岡山県歯科医師会館５階大ホールにおいて支払基金および国保連合会の審査委

員および検討委員の出席の下，今年度第２回の審査委員・検討委員連絡協議会が開催されました。今年

は６月に支払基金，国保連合会ともに２年に１回の審査委員の交代時期を迎えるため，現在の顔ぶれで

の最後の協議会となりました。

　伊丹義明常務理事による開会，酒井昭則会長の挨拶がありましたが，支払基金で行われている縦覧点

検等による査定については全国的にかなり低いものに留まっているとの報告でした。国保連合会におい

ても電子レセプトに対しては算定日情報がいずれ表示されることは確実です。紙レセプトとの審査上の

不公平を大きく生じさせないような審査会のあり方が今後ますます問われることになると改めて実感し

ました。
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　続いて協議においてはまず両審査会から協議事項が提出され，検討を致しました。

　浸潤麻酔や顎運動関連検査等についての確認をしています。次に検討委員会からの協議事項としてナ

イトガードの取扱い等について協議しています。

　最後に２月７日に開催された今年度の社保・国保審査委員協議会（年１回開催）の協議内容について

報告がありました。この中では同一初診中に再度の算定を可能とする項目について両審査会ですり合わ

せを開始していることが報告され，特に注目を引いています。

　今回の連絡協議会に出席して，両審査会の歩み寄りの姿勢が従来に比べ，かなり強くなったことを感

じました。検討委員会からの働きかけも大きいのですが，両審査会間で情報交換が緊密に行われるよう

になってきており，両審査会間の垣根がずいぶん低くなってきています。レセプトの電子化でガラス張

りの審査になっていくこの時代に両審査会の協力体制は絶対に必要なことですので，今後この流れを大

事にしたいとの思いを抱いた出席者が多かったのではないでしょうか。

　今回の協議における必要な伝達事項については，後日検討委員会より報告致します。

（委員長　後藤弘幸）

マガジンラック設置のお知らせ
　１階ロビーにマガジンラックを設置いたしました。

　「歯界展望」・「歯科評論」等の歯科雑誌・歯科関連の新聞等を置いてあります。また，新刊・学会誌

等につきましては２階事務局内のマガジンラックにありますのでご利用いただければと思います。また，

バックナンバーにつきましても保管してありますので，事務局までお問い合わせください。

（理事　黒木祐二）
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福田道男先生（都窪支部）より，図書寄贈！

　平成25年３月13日㈬，都窪支部の福田道男先生よ

り図書寄贈の申し出があり，早速，蔵書を頂きに花

曇りの空の下，先生のご自宅に行ってきました。

　現在82歳の先生は，川崎医科大学歯科口腔外科を

17年前に退任されてから，内科医のご子息と内科と

歯科を併設した医院で仕事をされていました。年齢

を全く感じさせない穏やかな風貌で，矍鑠とされて

いました。歯科と医科を併設した医院の煩雑さや開

業時の苦労話など色々とお話を伺い，図書をいただいて家路につきました。

　福田道男先生，この度は，貴重な蔵書のご寄贈，本当にありがとうございました。現在，今年度新し

く購入した図書とともに，頂いた貴重な蔵書を図書室に収蔵するべく準備しております。会員の先生方

にも閲覧して頂き，是非とも有効に活用していただきたく存じます。

（理事　毛利行雄）

中学・高校生向けの
歯周病に関する教育教材

　倉敷支部の柴田 宏先生が作成された『中学校，

高等学校のための歯周病読本』を，岡山県教育

委員会・岡山県歯科医師会が監修し，会員や養

護教諭など，誰でもが活用できるように本会ホ

ームページ・岡山県学校保健会ホームページに

掲載しました。ご自由にダウンロードして，ご

活用ください。

岡山県教育委員会・岡山県歯科医師会　監修
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「 後 医 は 名 医 ？ 」

セカンドオピニオンと前医の批判！

　近年，患者が医療情報を正しく理解し，より適切な受療への選択が可能となるよう「セカンドオピ

ニオン」の普及が進むようになりました。「セカンドオピニオン」とは病状や治療法などの説明を受け

たあと，別の医療者の意見を聞くものです。患者が自己決定を行う際には，具体的な情報が必要とな

りますが，医療情報の理解や，評価・判断に困難を感じることがあり，これを解決する手段の一つと

して時には「セカンドオピニオン」が求められます。

　それでは「他の医師にセカンドオピニオンを聞きたい」と言われた場合，我々はどのように対応す

べきでしょうか。前医としては，嫌な気がしても既に患者には不安感があり，その解消には積極的に

応じるしかありません。無理に自説を押しつけたり，「不必要である」などとは説得せず，気持ちよく

応じましょう。

　後医としてセカンドオピニオンを求められたときには，根拠のない「前医批判」にならないよう気

をつける必要があります。医事紛争の 30 ～ 40％が後医の前医に対する批判的言動が発端と言われて

います。前医の医療内容や，処置について患者に説明する場合には，冷静に客観的な所見とそれに基

づく医学的意見に絞って行うべきで，医療過誤と誤解されるような根拠のない推測を不用意にはして

はいけません。

　医者の間では「後医は名医」という言葉がよく使われます。時間がたてば症状や所見がはっきりし

て情報量が増えて診断しやすくなるので，後に診た医者ほど “名医” になるのです。後医は前医をか

ばうというのではなく，「後医は名医」という言葉を肝に銘じて謙虚さを持ち，無用なトラブルを避け

る心構えが必要です。

　また，不満を訴える患者が来院したとき，患者からの話だけを鵜呑みにして「こんな治療したからだ」

「これは，治療の失敗が原因です」など，不用意な発言は，患者の不信感を一気に爆発させることとな

ります。前医もその時その時で最善を尽くし，いい加減な治療を行うはずはありません。たとえその

結果が，不幸な転帰をたどったとしても，現在の状況だけを見て原因を特定することは困難なはずです。

前医に対する不信感，不満を持って来院した患者への後医の不用意な一言が，不必要なトラブル，医

療紛争を巻き起こすこととなります。患者の心情を理解した上で，前医に対する苦情，不満に安易に

同調せず，状況を考慮した説明が求められます。

　現在の状態のみを診て，憶測で前医の治療を判断，批判することは慎まねばなりません。

　「後医の一言」が引き金になり訴訟に発展した場合，自身も証人として法廷に立たなけれ

ばならないことがあります。

医療管理ニュース
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平成24年度スタッフレベルアップ研修会
デンタルスタッフのための歯科医院の「カイゼン」

　平成24年度スタッフレベルアップ研修会が，３月10日㈰ 本会会館

において開催されました。講師には㈱ヨシダから，プラニング・マ

ネジメント・コンサルタンツの小坪美穂先生をお迎えし，「デンタ

ルスタッフのための歯科医院のカイゼン」をテーマに，150名を超え

る会員，スタッフが受講されました。

　「カイゼン」という言葉は，我々歯科業界にはまだあまり馴染み

はありませんが，トヨタなどの会社で，一般的に行われている経営

手法の一つで，現場の一人ひとりが無駄を見つけ，知恵を出し合っ

て迅速に無駄を排除していくことです。

　「カイゼン」の手段には，整理，整頓，清掃，清潔，そして躾の

頭文字をとって５Ｓと呼ばれる方法があります。医院全体で意見を出し合うことによって，院内の問題

点を表面化し，その問題点を改善していきます。そして，それを繰り返し行っていくことで，患者さん

にとっても，スタッフにとっても居心地の良い歯科医院に変わっていくそうです。今回の講演では，特

に三つのカイゼンポイントについて説明がありました。

　１．院内コミュニケーションのカイゼン

　　院内コミュニケーションを振り返り，朝礼，終礼，ミーティング，定期勉強会の必要性や，

報
ホウ

・連
レン

・相
ソウ

（報告，連絡，相談）の重要性について，そして円滑なコミュニケーションが患者さ

んに与える影響等について詳しく説明がありました。

　２．患者接遇のカイゼン

　　患者さんが歯科に抱くイメージや，歯科医院を選ぶ基準，そしてスタッフに対して期待してい

ることがよくわかりました。また，医療従事者としての身だしなみや，挨拶の基本についても詳

しく説明があり，色々なことを再確認できる良い機会となりました。

　３．院内管理業務のカイゼン

　　スタッフ目線でカイゼンを考えるのではなく，患者さん目線で「視える化」することが重要で，

患者さんになったつもりで院内を順番に見て回ることが大切だと分かりました。また，お金のか

かること・かからないことや，時間のかかること・かからないことといった基準でカイゼン点に

優先順位をつけて，出来ることからカイゼンしていくことが有効だと分かりました。

　「安心・清潔・安全な歯科医院を作りあげる」ためのヒントが山積みで，明日からすぐに実行できる

ことが多い，大変有意義なセミナーとなりました。 （副委員長　宇治郷 好彦）
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　岡山市歯科医師会

　桜の蕾も膨らみはじめた去る３月

20日㈬，岡山県歯科医師会館５階大

ホールにおきまして第38回卒業証書

授与式が挙行されました。

　式典には酒井昭則 岡山県歯科医

師会会長，逢沢一郎 衆議院議員，

太田圭二 同窓会会長他総勢12名の

ご来賓にご臨席いただき，永澤学院

長より巣立つ卒業生13名に卒業証書

が手渡され，学院長告辞では『初心忘るべからず』と諭されました。また，ご来賓の方々より医療従事

者としての心構えや，お祝いのお言葉をいただき，盛大な式典となりました。

　また，歯科技工士国家試験の合格発表が22日にあり，卒業生全員が無事合格し，全員の就職・進学が

決まりましたことは，母体の岡山市歯科医師会会員の先生の歯科技工士養成に対するご理解と，岡山大

学大学院医歯薬総合研究科の教授をはじめとする講師諸先生の情熱あるご指導，ご尽力の賜物と心より

厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　岡山歯科技工専門学院
　　　　　　　　　　第38回卒業証書授与式

オープンキャンパス等の催事のご案内
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第46回卒業式（笠岡歯科技工専門学校）
　３月９日㈯，笠岡歯科技工専門学校第46期生の

卒業証書授与式が挙行されました。

　春本番を思わせる暖かさの中，９名の卒業生が

巣立ちました。卒業式におきましては，各方面か

ら多数のご来賓の方々にご臨席・ご祝辞を賜りま

したことに，深く感謝致します。

　今後も会員の皆様のご期待にお応えすべく，笠

岡市歯科医師会会員及び職員一同が一丸となり頑

張りますので，よろしく御願い申し上げます。

（モニター　井上勝哉）

　笠岡市歯科医師会

第48回入学式（笠岡歯科技工専門学校）
　去る４月６日，例年にない暖かさに桜の

花も舞い始める中，笠岡歯科技工専門学校

第48期生の入学式が挙行されました。

　小雨の降る生憎の天気となりましたが，

五十嵐新校長の下，今年度も12名（男子５

名，女子７名）の新入生を迎えることがで

きました。

　式に当たりましては県歯会長の酒井昭則

先生はじめ，各方面より多数のご来賓の方

にご出席賜りまして，盛大に挙行できました事，感謝いたします。

　今後も，会員の皆様のご期待にお応えすべく，笠岡市歯科医師会会員および職員一同一丸となって頑

張ってまいりますので，これからも相変わりませぬお引き立てをいただけますようお願いします。

　なお酒井昭則先生には誠に丁重なるご祝辞をいただき，また多数の方よりご祝電をいただきましたこ

とに，新入生はもとより，笠岡市歯科医師会会員および職員一同，心より厚く御礼申し上げます。

（モニター　井上勝哉）
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　倉敷歯科医師会
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「長寿の秘訣」
岡山市歯科医師会	　髙木　宏太

　私には100歳になる祖父がいます。祖父も歯科医師であ

り80歳になるまで患者の治療を行っていました。

　思い出せば数年前，転倒し骨折した為入院したことが

ありましたが，それ以外は病気や怪我をしたということ

を聞いたことがありません。私も年齢的に健康を考える

歳になってきましたので，身近にいる長寿の大先生であ

る祖父に健康で長生きする秘訣をたずねてみました。

　祖父の趣味はマラソンであり，60歳から始めて数年前ま

で大会に参加しておりました。日本全国，世界各国のマ

ラソン大会に出場していましたが，マラソン以上に色々

な所に旅行に行けるのを楽しんでいました。旅行で色々な人と知り合い，友達をつくる事が何よりも楽

しかったそうです。また，祖父はお酒を飲むのが大好きで，昔からずっと晩酌は欠かさず行っていまし

た。あまり飲みすぎて悪酔いをするところは見たことがありませんが，毎日好きな熱燗を夕食の時に飲

んでいたのを覚えています。家を離れ施設に入った今でも，薬と称してこっそりと毎日晩酌をしている

そうです。

　今回話をした時もそうですが，祖父はいつも前向きな言葉しか話しません。向上心が高く，社交的で

行動力があり，自分の望んだ事に向かって一直線でした。自分の望まないことはあまり考えずに自分の

食べたい物を食べ，自分のやりたいことをやるのが祖父の生き方である様に思います。ここ数年は昔の

ように動くことはできませんが，どんな状況に置かれても，望むことだけに集中して，「良い気分」を

続けた結果，今もこれだけ元気な頭と体を維持できているのだと思います。現在は施設に入居し，マラ

ソンほどの趣味を楽しむことは難しいですが，好きなテレビ番組を見たり，書き物をしたり，呑気に生

活することが幸せだと言い切ります。

　祖父はたまたま自分の好きなことが体を動かすことで健康に直結していましたが，物事を前向きにと

らえ，やりたいことをやり，ストレスのない生活を送る事が長生きするには最も大事なことなのかなと

感じました。

　是非，私も祖父のような人生を歩みたいと願うのですが・・・

次回は樋口　讓 先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。



ー 23 ー

J. ODA  vol.796     ’13-5

第53回 卒業証書授与式

　３月を迎え，春の兆しを感じさせる暖かい３月９日㈯，岡山県歯科医師会館５階大ホールに於いて第

53期生51名の卒業証書授与式が挙行されました。会場にはご来賓，保護者をはじめ多くの関係者にご参

列していただき，厳かな中にも喜びに満ちた卒業式になりました。

　鈴木副学院長の開式の辞の後，竹下教務部長よりの学事報告では，３年間の授業，臨地・臨床実習そ

して学外実習により大きく成長できたとの報告がありました。

　続いて藤井学院長より卒業生に卒業証書が授与されました。また，藤井学院長より学院長賞，岡山県

歯科医師会酒井会長より会長賞をはじめ各種表彰が授与されました。特に，３年間無遅刻無欠席の皆勤

賞９名，欠席が３日以内の精勤賞22名が表彰されたことは，まさに学生たちが３年間学業に精励した賜

物であると思います。

　その後，藤井学院長より「３年間で75教科を習得し，臨地・臨床実習を修了したことを自分自身の宝

にして欲しい。そして，惑
まど

わず・衒
てら

わず・諂
へつら

わず自信を持って，患者のために頑張って欲しい。また，

歯科衛生士免許は厚生労働大臣免許証であり，

特別な特権を与えられているが，その特権を持

つ以上大きく３つの義務が生じる。第１は，日

常生活の中で自分に厳しい倫理観を持つこと。

第２は，将来にわたり絶え間なく専門知識や技

術の習得を続けること。第３として，歯科医療

はチーム医療として成りたっている。そのとき

１番大切なことは，何時でも，何処でも，誰と
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でもコミュニケーションを図れることである。この３点を頭において頑張って欲しい。また，東日本大

震災で犠牲になられた方々，そして今でもご苦労されている多くの人々がいますが，君たちが無事に今

日の日を迎えることができるありがたさを忘れないで欲しい」との訓辞がありました。

　また，酒井会長より「社会に，周囲の人に，そして患者に自信と勇気と希望を与えるような歯科衛生

士になっていただきたい。そして，その姿勢が人生をより実り豊かなものにする」と式辞があり，更に，

岡山大学 窪木歯学部長，岡山県歯科衛生士会 武田会長より心温まる祝辞を頂きました。

　卒業生51名は，３年間の学院生活の思い出を胸に，元気よく希望に胸ふくらませそれぞれの道に向か

い巣立っていきました。

　これまで岡山県歯科医師会会員の先生方を始め，関係諸団体の皆様にご指導いただき専門的な知識と

技術のみならず，社会性を習得することが出来ました。卒業生51名がこの貴重な体験を活かし，人々の

口腔衛生の向上に貢献し活躍してくれることを願っています。

（学年担任講師　後藤剛緒）

第56回 入　学　式

　後楽園の桜が満開

になった４月３日㈬，

第56期生52名の入学

式が，県歯会館５階

大ホールにおいて挙

行されました。

　新入生氏名点呼の

後，藤井学院長は「歯

科衛生士になるため

に入学された皆さん

は，勉学に励み３年

後に国家試験に合格して卒業することが大目標である。しかし，学校は勉学だけの場所ではなく，友情

を培う場であることも頭に入れて欲しい。また，歯科医療はチーム医療であるため，歯科衛生士は気配

り上手であることが求められるのでしっかりとした人間形成をして欲しい」とのお言葉の後，永六輔氏

の “行くところがあって，そこに行くと仲間がいて，そして一緒に何かできることは素晴らしい” の言

葉より，「皆さんにとって，行くところは学院であり，そこには，同級生・先輩そして先生がいて，同

じ方向を向き勉強をしている仲間がいることを常に意識し，３年間，精勤賞・皆勤賞を目指して頑張っ

て下さい」と訓辞を述べられました。

学院だより
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　また，岡山県歯科医師会酒井会長は「３年間を振り返った時，心に残るものにして欲しい。また，学

生生活では，あらゆることにチャレンジをし，様々な経験をし，その中で自立自尊の精神を身に付けて

卒業して欲しい」と式辞を述べられ，そして岡山大学窪木歯学部長，岡山高等歯科衛生専門学院同窓会

平賀会長より心温まる祝辞いただきました。

　新入生52名は，学院長をはじめ，ご来賓の方々，保護者，学院関係者，先輩たちに温かく見守られ，

緊張しながらも希望に胸を膨らませ学院生活をスタートしました。

（学年担任講師　後藤剛緒）

　　玉
たま

　川
がわ

　秀
ひで

　樹
き

 倉敷歯科医師会
 ＯＨＡＮＡデンタルクリニック

 〒710-0841 倉敷市堀南785－５

 　　　　 TEL（086）421－6048

  FAX（086）421－6048

生年月日 昭和50年２月23日（38歳）
出身大学 松本歯科大学
経歴・職歴 和歌山県東牟婁郡串本町（旧古座町）生まれ
 平成12年３月　　　　　　　　松本歯科大学卒業
 平成12年４月～平成20年９月　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
 　　　　　　　　　　　　　　小児歯科学分野に在籍
 平成14年４月～平成17年３月　備前市　武用歯科医院にて勤務
 平成17年４月～平成24年12月　倉敷市　医療法人大高歯科医院にて勤務
　 平成25年１月　　　　　　　　当地にて開業
 現在に至る
入 会 日 平成25年４月１日
趣　　味 買い物，読書，サイクリング，スノーボード（最近は行けてませんが・・・）
抱　　負 卒業後，小児歯科学分野に入局し，小児への接し方を常に考えながら診
　　　　　　療してきました。成人治療においても小児へ接する様な気配りを忘れる
　　　　　　ことなく，微力ながら地域医療に貢献していきたいと思います。今後と
　　　　　　もご指導のほど宜しくお願い致します。

新人会員 紹介
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第41回産業歯科医研修会ご案内
１．目　　的
　最近における職域の健康管理の問題は，広範かつ多様化し，そのため地域における産業歯科医の任務はま
すます重要なものとなってきている。また，平成23年８月に歯科口腔保健法が成立し，各ライフステージに
おける歯科口腔保健の推進について記載があることから，今後，労働衛生の場での歯科口腔保健活動の重要
性も益々増していくと考えられる。これらに対応し，産業歯科医の資質の向上と産業歯科衛生の普及向上を
図ることを目的に実施する。
　また，日本歯科医師会が作成した「生活歯援プログラム（標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マ
ニュアル）」において，これまでの疾病の早期発見・早期治療を目的としたものから，疾患リスクの早期発
見とする一次予防，及びそのリスクに対応した保健指導を担うことのできる歯科医師を養成し，産業歯科医
の新たな職務として位置付けたい。

２．主　　催　：　日本歯科医師会（産業医学振興財団委託事業）

３．対　　象　：　歯科医師

４．日　　程　：　初　回 ）　平成25年６月15日㈯・16日㈰
　　　　　　　　　２回目 ）　平成25年８月24日㈯・25日㈰

５．場　　所　：　日本歯科医師会館（東京都千代田区九段北４-１-20）

６．受講の申し込みと受講料等
　　①会　員…開催期日30日前までに所属の各都道府県歯科医師会に申し込む。
　　　　　　　受講料：無料。
　　②準会員…開催期日25日前までに所定の用紙（注1）に必要事項を記入の上，日本歯科医師会地域保健課
　　　　　　　に直接申し込む。受講料：無料。
　　③未入会…開催期日30日前までに歯科医師免許証の写しを添え，所定の用紙（注1）に必要事項を記入の上，
　　　　　　　日本歯科医師会地域保健課へ直接申し込む。
　　　　　　　受講料：5,000円（教材費）を事前に日本歯科医師会の指定口座（三菱東京UFJ銀行市ヶ谷支店
　　　　　　　普通預金0050119　シャ）ニホンシカイシカイ）（注2）に振り込むものとし，受講手続き完了後
　　　　　　　は受講を辞退しても受講料は返金しない。
　　　　　　＊日本歯科医師会より届いた受講票は，研修会当日に持参すること。
　　　　　　　開催期日10日前までに受講票が届かない場合は，日本歯科医師会地域保健課までご連絡ください。
　　　（注１）　受講申込書は各都道府県歯科医師会又は日本歯科医師会地域保健課へ問合せ下さい。
　　　（注２）　平成25年４月１日より公益社団法人に移行のため，
　　　　　　　振込先の名称が「コウシャ）ニホンシカイシカイ」等変更の可能性がございます。

７．認定証の交付 
修了者のうち，会員には日本歯科医師会の産業歯科医認定証を，会員以外の受講者及び再受講者には受
講証明書を研修会終了後に交付する。
なお，会員以外の受講者には，研修会終了後，日本歯科医師会に入会し，申し出のあった場合，受講証
明書を産業歯科医認定証に振り替えるものとする。

８．問い合わせ ： 日本歯科医師会地域保健課
　　　　　　　　　〒102－0073　東京都千代田区九段北４－１－20　
　　　　　　　　　電　話　：０３－３２６２－９２１１　　
　　　　　　　　　ＦＡＸ　：０３－３２６２－９８８５
　　　　　　　　　Ｅメール：chisanpo-nisshi＠jda.or.jp）まで照会のこと

日本歯科医師会
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3 月末日現在　正会員数1,026名

◎番号の変更

武内　典之　正会員　和気　P49

　［新］（診）ＦＡＸ（0869）93－3777

◎退　会

清水健一郎　正会員　岡山　P14

田渕　武司　正会員　倉敷　P32

岸田　智之　正会員　赤磐　P47

（Ｐ＝会員名簿のページ）

１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保２月診療の窓口分を含む総診療費　　を控除）

 

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成24年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

    

３．日本歯科医師会

　　⑴ 平成25年度前期分会費　　一般会員　　　19,000円

　　　　　　　　　　　　　　　 ５条２項会員　09,500円

　　⑵ 福祉共済保険料（６月分）　　　　　　　08,500円

　　⑶ 年金保険料（６月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

５月の収納金

３月　会の動き

１日 編集委員会

 学術部小委員会

 国保組合　平成24年度第3回理事会

２日 社保　審査・検討小委員会

 社保　検討委員会

 審査委員・検討委員連絡協議会

３日 社保支部訪問（和気）

 岡山女性歯科医の会「ひな祭りの会」

 本会学院　第22回歯科衛生士国家試験

４日 公衆衛生部小委員会

５日 学術部部会

 平成24年度第2回訪問看護推進協議会

 日学歯　ライオン児童歯磨き大会打合せ

６日 広報・会館運営合同小委員会
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 本会学院　一般入試B日程

７日 理事会

 編集委員会

 総務部調査事業部会小委員会

 福原公認会計士と面会

 岡大歯学部山城教授と面会

 岡山県歯科医師福祉共済会総会

８日 学術・会館運営合同会議

 日学歯　選挙管理委員会開票

９日 本会学院　第53回卒業式

 岡山県歯科衛生士会理事会

10日 スタッフレベルアップ研修会

 広島大学歯学部同窓会岡山県支部「救急蘇生

講習会」

11日 社保支部訪問（児島）

 岡山済生会総合病院への往診歯科医師登録説

明会

 支払基金幹事会

 歯科医療安全管理体制推進特別事業評価会議

 本会学院　教務会議

 本会学院　一般入試Ｂ日程合否判定委員会

12日 共済事業部会委員会・監査委員会

13日 福田道男先生（都窪支部）寄贈図書受取

14日 編集委員会

 岡山産業保健推進センター運営協議会

 岡山市保健福祉局と面会

 日本歯科医師会代議員会（～ 15日）

15日 タバコフリー岡山

 平成24年度第２回岡山県食の安全・食育推進

協議会

16日 岡山市歯科医師会定時代議員会

17日 日学歯　徳島県歯科医師会合同表彰祝賀会

18日 歯科技工士国家試験委員会

 本会学院　職員会議

19日 警察歯科医会小委員会

 社保研修会

 日学歯　8020推進財団評議員会

20日 岡山歯科技工専門学院第38回卒業証書授与式

21日 理事会

 編集委員会

 平成24年度岡山県介護予防市町村支援委員会

22日 学術部正・副委員長会

23日 日学歯　理事会

24日 岡山プライマリ・ケア学会

25日 倉敷歯科医師会定時総会

 岡山大学歯学部平成24年度卒業生謝恩会

26日 平成24年度岡山県介護保険関連団体協議会情

報交換会

 都道府県歯科医師会情報管理担当理事連絡協

議会

 中国地方社会保険医療協議会

 日学歯　三役会

 国保組合　第72回通常組合会

27日 医療管理部正・副委員長会

 日本学校歯科医会総会

 本会学院　新入生（56期生）入学前オリエン

テーション

28日 理事会

 常務理事会

 中国四国厚生局岡山事務所と面会

 社保支部訪問（赤磐）

29日 歯科往診サポートセンター評価委員会

 本会学院　移動教務会議

30日 学術部小委員会

31日 事前打合せ

 第163回定時代議員会

 第130回定時総会
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5月・6月　本会の予定

５月１日 編集委員会
　　２日 理事会

　　９日 理事会

　　10日 編集委員会

　　16日 理事会

 編集委員会

　　19日 歯科助手資格認定講習会（開講式）

　　23日 理事会

 編集委員会

　　26日 歯科助手資格認定講習会⑵

６月１日 編集委員会
 平成25年度日本歯科医療管理学会中国

支部第１回役員会

　　２日 歯科助手資格認定講習会⑶

　　６日 理事会

 編集委員会

　　９日 歯科助手資格認定講習会⑷

　　13日 理事会

 編集委員会

　　16日 歯科助手資格認定講習会（閉講式）

 医療管理部反省会及び部会 

　　20日 編集委員会

 日歯代議員会（～ 21日）　　

5月・6月　地区歯科医師会の予定

５月８日 吉備 理事会
　　９日 岡山 合同歯科検診

 津山 定例会

　　10日 児島 理事会

 玉島 役員会

　　14日 新見 理事会

　　15日 玉野 理事会　

　　16日 岡山 合同歯科検診

 勝英 定例会

　　17日 岡山 第３回理事会

　　22日 真庭 理事会

　　24日 倉敷 理事会

 笠岡 理事会

　　25日 玉野 定期総会

　　28日 津山 理事会

　　31日 岡山 第４回理事会

 倉敷 定例理事会

 玉島 臨時総会

６月６日 津山 定例会・定時総会
　　８日 児島 旅行（～９日）

　　９日 倉敷「第37回歯の健康フェア」

　　11日 新見 理事会

　　12日 玉野 理事会

　　14日 岡山 第５回理事会

　　15日 御津 旅行（～ 16日）

　　18日 小田 勉強会

　　21日 倉敷 定例理事会

　　26日 岡山 第一回新法人定時代議員会

 津山 理事会

 真庭 総会

　　27日 倉敷 定時総会

　　28日 岡山 第６回理事会

　　29日 御津 総会

 新見 総会
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　　『危機感を持って』

直樹　　　「オリンピックの競技からレスリングが外れる？」寝耳に水のニュースが飛び込
んできました。確かにマイナーな競技とはいえ，レスリングは古代ローマ時代から続く格闘
技です。近代五輪とはいうものの陸上競技，水泳等と並んでアマスポーツの祭典としてのオ
リンピックにはなくてはならない伝統競技の一つと僕は思っていました。それがまさかの除
外勧告。いろいろきな臭い話も聞こえてきますが一番の要因はロビー活動をしなかったこと
にあるといわれているようです。
　今年の夏には参議院選挙があります。石井みどり議員が職域代表として出馬が決まったよ
うです。今の歯科界の現状に満足して胡坐をかいていると（いまどきそんな人もいないでし
ょうが），梯子を外され柱も抜かれあっという間に奈落に転げ落ちてしまう事態にならない
とも限りません。レスリングと同じ轍を踏まないよう，会員一人ひとり危機感を持って臨む
必要があるようです。

熊
代

日曜・祝日の開館予定日
お知らせ

○ 開館予定　× 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

	3日㈮～ 6日㈪	 12日㈰	 19日㈰	 26日㈰
	 ×	 ×	 ○	 ○
	 	 	 10：00 ～16：00	 10：00 ～15：00
	 2日㈰	 9日㈰	 16日㈰	 23日㈰	 30日㈰
	 ○	 ○	 ○	 ×	 ○	
	 10：00 ～15：00	 10：00 ～15：00	 10：00 ～16：00	 	 9：30 ～14：00	

６月

５月

医療法人設立認可申請の提出期限及び事前相談について
　標記について，岡山県保健福祉部医療推進課長より通知がありましたので，下記の通り
お知らせいたします。

記

　　　平成25年度
　　　第 ２ 回 申 請 書　　提出期限　　平成25年８月30日㈮
　　　事前相談用申請書　　提出期限　　平成25年６月28日㈮
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